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　従来phosphataseの意義に関しては極めて多く
の機能が論ぜられている。即ち含水炭素代謝に関
係するほか，核酸，脂肪及び燐酸代謝との関係，
さらに蛋白質の合成等が知られている。
　著者は前報のATPase　と同前な意図の下に
phosphataseをとりあげ，酸素存在下における心
臓自働性と含水炭素代謝との関連をさらに追求せ
んとした。
　　　　　　實験材料及び實瞼方法
　実験材料及び切片製作まで一報と全く同様である。
　染色はGomori氏法［）に準iじた。艮Vち
A：アルカリphosphstase
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　2）水洗一・2％　Cobal七ni七rate　5分→水洗一・2％．yellow
ammonium　su1飼e　2分→水洗一・脱永→バルサム封入
＊木論文の要旨は第30回口木生理学総：会にお）．・て発衷
　　した。（昭28．4）．
B二酸性phosphatase
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水洗→2％yelilow　ammonium　sulfide　2分→水洗→
　対照としては，以上のアルカリ及び酸性phosphatase両
者共に基質のSod．　B－gl．ycerophosphateのみを除外して他
け全く同様な操作を行ったものを以てし，またさらにvan
Gieson及びH翫matoxylin－Eosin染色を併用して参考に
資した。
　材料（wt）卵68時間から20日までの64例で，未だ心蔵
回動の停止しない新鮮な材料に限って行った。
　　　　　　　　　實験成績
A：アルカリphOsphatase
　同一年令における胎児の個体差による該反応め変動は見
られなかったので，以下総括的所見について述べる。
　卿卵68時間の全例に事いて陰性であるが，4日になると
動脈球部及び腹背両内膜枕の内腔に接する部に痕跡的場性
1）Gomori：Am．　J．　Clin．　Pa七h．16，347（1946）．
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を見る。しかし心筋はなお陰性である。
　5日例になると爾後の分布形態をかなり特徴づけてい
る。即ち心房筋，心室筋共に痕跡的ではあるが陽性を示し，
また発生過程にある房及び室中隔も共にそれぞれ心房，心
室筋≧同程度の反応をみ，且つこれ等の問には全く量的差
異を認めない。また心内外聞膜は心筋より強度である。房
室口部の粗懸な結合織細胞は胎生全期を通じて最も弱い反
応を示している。
　血管系，心内外膜及び心筋共に大体騨卵11～12日頃ま
でに漸次増量し，以後破殻に至るまで著変を示さない。
　普通心筋は房室間並びにこれ等の左右問に優劣をみず，
また房室中隔も房室筋と全く平等な分布を示している。
　特殊筋系についてけ他の普通心筋と全く同程度の含量を
み，且つ特殊筋系の各部間においても量的差異を認めなか
った。
B：酸性phosphatase
　本反応は同一年令においても個体によりやや異った所見
を示し，或いはまた同一切片においても概して不定な成績
を示し易く，その判定に当って困難を極めたが，何れの例
でも5日までは全く陰性であった。
　6日の少数例において，心内膜の一部に痕跡的に陽性を
見た。
　血管系においては7日例で大動脈，肺動脈，栄養血管三
等に陽性を見，大体10日ないし11日頃まで漸次増加の傾
向を示すが，爾後破殻に至るまで比較的一定した成績を得
た。
　普通心筋については10日以前は全例において陰性であ
るが，1i日より破殻に至るまで概して不定ではあるが，一
段に極めて痕跡的に陽性を示すのが多かった。
　特殊筋系もまた普通心筋と同様に不定であり，極めて痕
　　　　　　　　　　　　　　　ら跡的に陽性の例が多かったが，特殊筋系各部間における差
異け認め得なかった。
総括並びに考按
　phosphataseの組織化学的証明法は従来種・々1）一’　「］）行わ
れているが，著者はGomori氏法によった。
　phosphatase検出に当り，使用する基質の性質如何によ
り反応が著しく変化することが指適されているので6）一‘　9，　），
著者は終始同一の基質を用いた。しかしてSod．β一glycero－
phosphataseを基質とする時け，山本6），松野1ぐ1），伊藤11）等
と同様1こ禰漫吟を：呈し，ただ稀でけあるが極めて微細な穎
粒状を呈する所見も得られた。
　従来心臓におけるアルカリphosphataseの検索は各種
動物について行われているが，：普通陰性であるともいい3）・
7）・騨2）勘），また陽性であるともいわれている16）一L’O、。なお
家鶏胎児心臓に関しては古市≧1）の業績ただ一つあるのみ
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Distribution　of　phosphatase　in　the　embrgonic
　chick　heart　during　incubation．
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であるが，氏によれば醇卵10日目で大血管の最：内層内膜
内皮に軽度の陽性をみ，以後他の心臓内皮にも陽性である
場合が多いといっている。
　これ等先人の業績により，何れにしても心臓はphos－
pha七aseの少ない蔵器であり，殊1こ心筋ほ心内外膜，或い
は血管壁等よりは遙かに少ないことが解る。この点に関し
ては私の成績も大体一致しているが，事刺戦伝導系に関し
ては何等記載あるを見ない。そこで著者等11）は先に成熟
海1冥心臓における刺戟侭導系のphosphataseについて検
索を行い，いわゆる特殊筋系ほ普通心筋と全く同程度の含
量を示し，且つ刺戦伝導系各部聞における量：的差異を見な
かったことほ，著者の鶏胎児でも全く同様であった。
　弐に酸性phosphataseに関する業繹は比較的少ない。
しかしてここにおいても一致せず，陰性といい1s）・22），或い
は陽性23）ともいわれている。しかし乍ら刺戟伝導系に関し
てけ記載がないが，著者の成績では全く痕跡駒陽性であっ
た。
　以上のアルカリ及び酸性phospha七aseの分布を比較す
るに，1虹管系及び心内外膜ほ心筋より多：量である点は似て
いるが，しかし酸性phosphataseほ普通心筋並びに刺戦
伝導系共に極めて痕跡的であり，また時には全く陰性を呈
する例も見られ，従って心臓機能に対する意義は比較的少
ないと思われるので，以下アルカリphosphataseについ
て考察する。
　アルカリphosphataseと前報のATPase分布とを比較
するに，両者は極めて類似している。ただphosphataseは
ATPaseより一般に反応度が弱く，またATPaSeが胎生3
日頃早期における心筋に既に陽性であるに比し，phos－
phataseは5日後に始めて現われる点が異る。従って，
phosphataseほ1御報のATPaseと同様iに心臓自動性の強
弱及びglycogen分布とも平行しない。しかし乍らここに
おいても前壷のATPaseと同様にまたphospha七aseの多
様性を問題にすべきであると考える。即ちphosphatase
け今日アルカリ及び酸性の2種に大別されているが，緒言
で触れた如く，その機詣の多様性からするもこれに対応す
る幾つかのphosphataseの存在する可能性がある。この
ことに関しては最近Danielli24）が筋収縮に密接な関係を
有するmyosinがATPase作用を有する如く，アルカリ
phosphataseも各種機能に関聯するcontraetile　protein
の肝要な一部をなし，その蛋白の収縮及び伸長のエネルギ
ー生起に与えることを示唆している。しかしかかるアルカ
リphosphataseとmyosin－A．TPaseとの関聯性について
はなお明かでないが，今後phospha七aseの機能を論ずる
に当り，かかる面からする検討が必要であるとともに，心
臓に一おレナるアルカリphosphataseは心n蔵機倉旨，特に心筋
収縮機構に何等かの意義を有するものとして注目されなけ
ればならない。
　さらにphosphataseは含水炭素代謝に関与することが
知られているが，これはATPaseと同様に含水炭素代謝
に対する燐酸代謝酵素系であり，従って燐酸代謝の機甲の
密接な関係からしてもphospha七aseの一部は：水溶性ATP－
aseと同一な分布を呈し，且つまた同様な機能を営む可能
性は極めて大きいと考えられる。従ってphQsphataseけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の前：報の；水溶性ATPaseと同様な意味において心臓自｛力性
に関与するものと思われる。
　またphosphataseの分布がglycDgen分布と一致しな
いことはATPaseと同様に．考察される。即ちphosphatase
け好気的条件下においてはglycogenと直接関係のないこ
とを示唆するものと考える。さらに血管壁にphosphat昂se
が極めて多いことに関してもまたATPaseの場合と同様，
血管における物質代謝，殊に燐酸代謝及び含永炭素代謝の
特異性を示唆するものと思われる。
　以上要するにphospha七aseの心臓における意義1こ関し
ては少なくもその一部においてATPase、と同様であると
考える。
結 論
　1）鶏胎児心臓の発生過程におけるphospha－
taseの分布並びに消長を組織化学的に槍嚇した。
　2）phosphataseの分布は前報のATPase分布
と酢序している。
　3）心臓におけるphosphataseの意義はATP－
aseと少なくもその一部において同様である。
　　　　　　　　　　　　　　　（日召禾029．11．18受イ寸）
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Summary
　　　　The　distribution　of　the　phosphatase　in　the　embryonic　chick　heart　was　studied　histo－
chemically　at　various　stages　of　development．
　　　　The　alkali－phosphatase　content　of　heart　muscle　increases　from　5th　day　to　11th　day
of　incubation，　but　during　the　last　week　of　incubation　no　variations　of　content　were　ob－
served　up　till　the　time　of　hatching．’　一
　　　　In　the　conducting　system，　there　was　no　difference　of　the　aikali‘phosphatase　content
as　compared　with　other　parts　of　heart　muscle．
　　　　In　the　blood　vessel　and　cardium，　alkali－phosphatase　cbntent　was　greater　than　in
the　heart　muscle　at　various　stages　of　de．velopment．
　　　　Acid－phosphatase　content　of　embryonic　heart　muscle　was　either　merely　traceable　or
not　present，　but　in　blood　vessel，　it　was　found　on　7th　day　of　incubation　and　a　small
amount　of　acid－phosphatase　wa＄　observed　before　hatching　in　the　last　week　of　incubation．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov．　18，　1954）
．
?
